














　これまでは外観写真一葉しか見出せていなかった住
吉本社屋について、今回見出せた設計図ならびに写真
から、建築的分析を試みる。この設計図と写真は榎本淳
一の遺族が所蔵するものである。

　この建物は西側に向いて建っており、正面の中央に玄
関を設ける。二階建てで、外観の特徴はパラペットや柱
形の笠木部分に、また玄関ポーチの屋根にスパニッシュ
瓦もしくはS型瓦が載るという点にある。外壁は白く塗ら
れ、木骨モルタル造であった。正面ファサードは玄関の
部分だけが内側に2尺(0.6m)分控えて建てられたこと
で、垂直方向に三分割され、左右対称となる。その出隅
部は四ヶ所にわたってパラペットを突き抜けて垂直に立
ち上がり、柱形を強調する。窓は比較的大きくとられて
おり、二階の天井ふところに換気口が開けられる。

　木造ゆえに屋上はないものと推測していたが、屋上で
撮影した一葉の写真が見出せ、陸屋根になっていたこと
が 判 明した 。
また２階平面
図の階段には

「 下ル 」と「 上
ル 」の 表 記 が
みられ、3階す
なわち屋上階
があることが
読 み 取 れる 。
ここにあげる写真には榎本淳一の娘たちが写っている。
右側には立ち上がったパラペットが、左側には屋上にあ
がる階段の上屋ペントハウスがみえる。人物の背景には
六甲山系が薄ぼんやりとひろがる。

　間取りをみてみよう。ホール型プランであり、各室には
他の部屋をとおらなくとも出入りできるようになってい
る。一階は玄関の正面に階段があり、その右側(南側)に
10畳大の居間、左側(北側)に4畳半の部屋となる。階段
の奥(東側)は食堂となり、その左奥は台所となり、流しが
ある。その一部は土間となる。その西側は浴室と便所と
なる。2階は四つの寝室からなり、部屋の広さに大小が
あったものの、いずれもが板張りとなる。玄関の上部は便
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　「現代人の住宅として選んだ三つの家」の二つ目に選
ばれた住宅も西村伊作の設計によるものである。夙川に
あった二戸一住宅(セミ・デタッチド・ハウス)で、左右対
称のプランであり、2階建てとなる。シンプルな外観を示
す。一階には六畳と三畳、台所のほか、湯殿が設けられ、
二階は四畳半と三畳からなった。外観からは一軒の家の
形を示すが、共同住宅であり、小規模な貸家でもあっ
た。最後のひとつは御影にあった島名平兵衛邸であり、
施主みずからの設計であった。ここからはこの時期いか
に西村伊作の住宅作品が注目されていたかがうかがえ
る。
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ができる。池原氏は明治から昭和戦前期の実業家で、大
阪市助役をはじめ藤田組理事を経て、日本水道衛生工
事を設立した。
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　住吉村には山口邸・濱田邸・山田邸・萩原邸の4軒が
確認されるが、大正11年に建設された山口邸を除いては
竣工年が不明である。山口邸は切妻破風をならべ、妻部
は木の束をあらわしでみせる。濱田邸は切妻破風を左右
対称にみせる外観を示す。

　山田邸は切妻破風の大屋根をみせる意匠となる。萩
原邸は平屋建て一部2階建てで、玄関廻りならびにベラ
ンダにアー
チ の 開 口
が取られて
おり、前述
し た 前 田
邸に通ずる
意匠をみせ
る。

　芦屋精道村(芦屋市)には総2階建ての外山邸があり、夙
川(大社村)には八木正之邸があった。八木邸は大正12
(1923)年1月6日付けの『大阪毎日新聞兵庫県付録』には、

「現代人の住宅として選んだ三つの家」のひとつとして外観
写真入りで紹介される。その解説として「建坪二十六坪余、
居間兼食堂が南窓で明るく、この頃では温室に入ったよう
に温かである。この室は台所にも、寝室にも便所にも、二階
にも、洗面所にも、浴室にも家中のどこの部屋を通らなくて
も行けるのが便利な点である。(中略)日本間は洋館の中に
いるという感じがしないのが特長です」とある。
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邸、東京麻布の石丸邸、東京西大井の石井邸、倉敷市の
江口邸、紀伊勝浦市の坂口邸などがあげられる。

　本研究をとおして4つの知見が得られた。
　第一は前田邸にくわえて西村伊作が設計した阪神間の住
宅をみてきたが、これらの建物はなぜこれまでほとんど知ら
れることがなかったのか。その理由は二点が考えられる。一
点目は前田邸を除いては水害(昭和13年)や空襲(昭和20年)
などによって早い時期に現物としての建物がうしなわれてお
り、近代建築としての再発見される以前に多くが消滅してい
たことが関連する。二点目は豪華さや華麗さをもった実業家
の迎賓館ではなく、あくまでも生活を近代化して利便性を
追求した簡素な洋館であったために、装飾などの面で特徴
が見出せず記憶に残らなかったものと考えられる。

　第二は西村伊作の設計ならびに建設手法の一端を解明
することができた。西村伊作が描いたスケッチをもとに、建
築教育を受け実務経験を有した榎本淳一が設計し、図面化
し、職人を使い、建物を完成させるという手順であった。西
村建築会社のあった住吉では技師長榎本淳一が主となって
設計と施工を担った。大正10(1921)年から昭和12(1937)年ま
での17年間にわたった。もうひとりの建築技術者だった大嶋
虎之助も昭和3(1928)年までは住吉で建築活動しており、こ
の頃までは住吉が西村伊作の建築活動の最大拠点であっ
た。

　第三は大正15(1926)年に建設され、三田市に現存する前
田邸の実態が把握できたことである。棟札には建設体制が
記されており、和歌山県新宮周辺の大工たちによって普請
が担われていたことがわかる。設計図が一式保存されてお
り、現在は改装されて消えたが、建設当初は造り付けの椅子
とテーブルからなる食事コーナーがつくられていたことがわ
かる。中廊下式のプランが採用されていた。注目すべきは温
水暖房装置と水洗便所が備わっていた点であり、設備装置
の充足度はきわめて高い。ここに生活改善を主眼とする西
村伊作の理念の反映とみることができる。外観は洋風だが
屋根には和風意匠にもとづく意匠が用いられていた。内部
では洋室にも長押が用いられ、落ち着いた室内空間が誕生
していた。
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　西村伊作の設計作品は全国で140軒ほどあり、そのう
ち外観やプラン、所在地などが判明したのは70軒ほどで
ある。東京府が16、兵庫県が14、和歌山県が13、岡山県
が8、神奈川県・長野県・愛知県・奈良県の各県が2つず
つで計8、三重県が1となる。おそらくは大阪や京都にも
建設されていたものと考えられる。住宅のなかで現存す
るものは、新宮市の自邸とチャップマン邸、三田市の前田
邸、東海市の久野邸、川崎市の妹尾邸、茅ヶ崎市の藤間
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所となる。以上が建設当初のプランである。ここで注目す
べきは、1階と2階にある四帖半の部屋が共に畳敷の和
室になっていたことである。建築事務所の執務ならびに
製図のスペースがどの部屋であったのか
は定かではないが、おそらくは1階の居間
が用いられていたものと考えられる。

　ここにその後増築が計画される。実現
したのかどうかは定かではない。図面で
は増築箇所の壁は暗色に塗り分けられ
ており、1階と2階の両階にわたって増築
がなされる。1階は居間の奥に座敷が設
置され、土間の北側にあった井戸廻りに
壁が付く。2階は1階の増築の座敷の上に
畳敷きの寝室が設けられる。また北側の
井戸の上に三畳板間の寝室が設置され
る。その結果2階には6の寝室が用意さ
れた。興味深い点は最初のプランではす
べて洋室であったが、増築では1階と2階
のともに和室が設けられていたことである。日常生活を
おこなうにあたって畳敷きの部屋の方が使い勝手が良
かったことを示している。

　ではどのように事務所として機能し、家族の居住の場
になっていたのだろうか。玄関脇の居間か四畳半が事務
所だったのだろう。2階は家族のプライベートの寝室群で
あった。
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西村建築会社(住吉)

　第四は西村建築会社の住吉本社屋は建築会社の事務所
にくわえて、榎本淳一ならびにその家族のすまいを兼ねたも
のとなっていた外観はスパニッシュの影響を受けたスタイル
となり、内部は各階ともに一室のみが畳敷きの和室となって
いた。木骨鉄網コンクリート構造ながら眺望を愉しむための
屋上を有した。

備考：
古写真ならびにp.14の棟札写真(前田渉の撮影)以外は
川島智生の撮影による。
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